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い
さ
っ

日
頃
よ
り
青
年
部
の
活
動
に
御
理
解
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
和
６
年
度
は
和
菓
子
づ
く
り
体
験
に
始
ま
り
、
伝

統
文
化
体
験
ま

つ
り
茶
会
、
懐
石
マ
ナ
ー
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
有
り
難
い
こ
と
に
、
ど
の
行
事
も
定
員
を
超

え
る
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
昨
年
は
行
事
以
外
に
も
、
茶
会
の
事
前
練
習
会
を
試

み
る
な
ど
、
会
員
同
士
の
交
流
に
重
き
を
置
い
た
行
事

運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
行
事
を
重
ね
る
ご
と
に
、

私
も
会
員
の
方
の
お
顔
と
お
名
前
が
分
か
る
よ
う
に
な

り
大
変
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
運
営
の
最
中
の
た
め
時

間
も
限
ら
れ
ま
す
が
、
少
し
で
も
多
く
の
方
と
交
流
出

来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
第
七
期
役
員
会
の
務
め
も
、
今
和

７

年
度
を

残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
７
年
度
は
埼
玉
県
青
年
部

に
と
っ
て

「晴
れ
舞
台
」
が
ご
ざ

い
ま
す
。
９
月

２２

日

月
曜
日
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に
て
、
支
部

６０

周
年
記
念

に
合
わ
せ
て
青
年
部

２０

周
年
記
念
を
祝
う
合
同
式
典

を
開
催
し
ま
す
。
本
式
典
で
は
来
賓
並
び
に
出
席
者
の

方

々
へ
、
青
年
部
に
よ
る
呈
茶
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
日
の
開
催
で
も
あ
り
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
か
と
存
じ

ま
す
が
、
会
員
の
曽
様
の
御
参
加
を
越
よ
り
お
待
ち
申
　
一

し
上
げ
ま
す
。
（青
年
部
部
長

・
竹
村
）
　
　
　
　
　
　
．

総
生▼
講
演
会
のご
案
内

行
事
案
内

■
第

Ｉ７

回
ア
ー
ト
フ
ル
ゆ
め
ま
つ
り

呈
茶
ブ
ー
ス
出
展

日
に
ち
　
５
月

Ｈ

日

（
日
）

会
場
　
　
大
宮
駅
東
口
周
辺

■
谷
和
７
年
度
総
会

・
講
演
会

日
に
ち
　
６
月
―
日

（
日
）

会
場
　
　
埼
玉
会
館

■
茶
拘
づ
く
り
体
験

第
‥
回

６
月
８
日

（土
）
会
場
　
川
口
市
内

第
２
回

７
月
５
日

（土
）
会
場
　
さ
い
た
ま
市
内

第
３
回

８
月
２
日

（上
）
会
場
　
さ
い
た
ま
市
内

全
３
回
分

参
加
資
Ｉ
万
円

■
埼
玉
県
支
部
６。

周
年
・

埼
玉
県
青
年
部
２。

周
年
記
念
式
典

日
に
ち
　
９
月

２２

日

（月
）

会
場
　
　
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

※
詳
細
は
別
途
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
伝
統
文
化
体
験
ま
つ
り
茶
会

日
に
ち
　
Ｈ

月
２
日

（
日
）
の
予
定

会
場
　
　
恭
慶
館

（さ
い
た
ま
市
）

今
和
７
年
６
月
―
日

（日
）
午
後
Ｉ
時
よ

り
、
今
和
７
年
度
総
会

・
講
演
会
を
埼
玉
会

館

（浦
和
区
高
砂
）
に
て
開
催
し
ま
す
。
総

会
後
に
行
わ
れ
る
講
演
会
で
は
、
公
益
財
団

法
人
違
山
記
念
館
　
学
芸
課
長
　
依
日
徹

氏
を
お
招
き
し
、
「
了
々
斎
の
時
代
―
文
化

支
政
期
の
茶
の
湯
」
と
題
し
、
ご
講
演
を
賜

る
予
定
で
す
。

対
面
で
の
講
演
会
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
実
に
平
成

３‐

年
以
来
の
開
催
で
す
。

多
く
の
曽
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
場
と
な

れ
ば
幸
甚
で
す
。

総
会
の
前
に
は
呈
茶
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
一
人
で
も

多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（詳
細
は
別
紙
案
内
参
照
）
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化
体
験
ま
つ
り
茶
会

今
和
６
年
Ｈ

月
３
日

（日
）
浦
和
伝
統
文
化
館

・
恭

慶
館
に
て
「伝
統
文
化
体
験
ま
つ
り
茶
会
」
が
開
催
き
れ

ま
し
た
。

「
区
民
ま
つ
り
茶
会
」
か
ら

「伝
統
文
化
体
験
ま
つ
り

茶
会
」
に
名
称
が
変
見
に
な
り
、
茶
会
も
有
料
に
な
り
ま

し
た
が
、
沢
山
の
お
客
様
が
お
越
し
く
だ
さ
り
、
例
年
通

り
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

青
年
部
か
ら
は
役
員
８
名
に
加
え

一
般
会
員
か
ら
６

名
が
運
営
ス
タ
ツ
フ
と
し
て
参
加
、
自
分
連
で
茶
会
を
運

営
す
る
と
い
う
、
日
頃
の
稽
古
だ
け
で
は
中
々
経
験
出
来

な
い
貴
重
な
場
に
な
り
ま
し
た
。
支
部
か
ら
も
２
名
の
先

生
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

上κ
。茶

席
の
設
え
は

「紅
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
に
沿
っ

た
道
具
を
青
年
部
員
が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
り
ま
し
た
。

床
の
軸
は
徳
禅
寺
了
庵
筆
の

「楓
　
霜
業
紅
於
二
月

花
」
紅
案
し
た
素
の
美
し
さ
を
讃
え
た
詩
で
す
。
花
は
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
と
ナ
ツ
ハ
ゼ
の
照
り
葉
に
椿
の
ロ
ビ
ラ
キ
を

添
え
ま
し
た
。
茶
拘
は
次
年
度
開
催
予
定
の
「茶
杓
づ
く

り
体
験
」
に
、
講
師
と
し
て
お
招
き
す
る
池
田
尚
司
先
生

白
作
の
茶
杓
を
お
借
り
し
ま
し
た
。
青
年
部
員
の
思
い
人

れ
が
あ
る
道
具
で
茶
会
を
彩
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
伝

統
文
化
体
験
ま
つ
り
茶
会
に
参
加
す
る
楽
し
み
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日
頃
の
稽
古
や
お
茶
会
で
は
会
う
機
会
の
少
な
い
同

世
代
の
人
達
と
出
会
い
、
話
を
す
る
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
た
方
は
、
青
年
部
の
活
動
に

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
日
中
）

τ
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韓」マ
ナ
ー教
室

今
和
６
年
１２

月
、
新
宿

・
柿
樽
様
に
て
「懐
石
マ
ナ
ー

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
勢
２０

名
が
参
加
し
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
茶
懐
石
の
一
連
を
学
ぶ
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
ま
ず
つ
く
ば
い
で
手
と
口
を
清
め
る
作
法

を
学
び
、
趙
身
を
整
え
た
後
、
躙
口
か
ら
茶
室
に
入
り
ま

す
。
静
寂
と
格
式
の
漂
う
茶
室
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
所
作

の
意
味
を
感
じ
な
が
ら
マ
ナ
ー
教
室
が
進
ん
で

い
き
ま

し
た
。

懐
石
料
理
の
席
で
は
、
５
人
―
組
で
正
客
や
御
詰
の
役

割
を
体
験
し
な
が
ら
作
法
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。
茶
懐

石
が
持

つ
「
お
も
て
な
し
」
の
本
質
や
、
亭
主
が
ど
の
よ

う
に
準
備
を
整
え
、
季
節
感
や
お
客
様

へ
の
配
慮
を
体

現
す
る
の
か
、
具
体
的
に
理
解
を
深
め
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

締
め
く
く
り
に
は
、
名
だ
た
る
作
家
さ
ん
の
お
茶
碗
で

薄
茶
を
い
た
だ
く
と
い
う
特
別
な
ひ
と
と
き
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
茶
碗
が
持
つ
個
性
と
趣
を
楽
し

む
体
験
は
、
日
常
で
は
味
わ
え
な
い
贅
沢
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
懐
石
マ
ナ
ー
教
室
を
通
じ
て
、
茶
懐
石
に
込
め

ら
れ
た

「
お
も
て
な
し
」
の
精
神
や
、
お
客
様

へ
の
鷲
造

い
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
学
び
を

今
後
の
青
年
部
活
動
や
日
常
生
活
に
活
か
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
工
藤
夏
海
）
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で TOTCTTccetcct

のご案内

表千家不審奄に入門している (ま たは人間を希望 している)IB歳から45歳までの方は、どなたでも大会
できます (先生のご推薦がX要です)。 同世代で情報交換や交流を楽 しみたい方、いろんなご事情でお稽古
から遠のいている、でもお茶 と少しでも関わっていきたい方、埼玉県青年部は皆さまを歓迎いたします。

■年会費 :今和 7年度 2,000円 ▼ホームページ

短
期
講
習
会
体
験
記
①

私
は
、
今
和
５
年
春
期
２
組
の
短
期
講

習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

当
初
は
今
和
２
年
春
期
に
参
加
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
取
り
止
め
と
な
り
、
３
年

越
し
の
開
催
で
し
た
。
ま
だ
５
類
感
染
症

に
な
る
前
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
多
く
の

方
の
お
力
の
お
か
げ
で
無
事
に
受
講
で
き

た
こ
と
に
、
今
で
も
趙
か
ら
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

お
稽
古
は
、
不
審
奄
の
新
席
で
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
一
人

一
回
は
雖
ず

亭
主
を
経
験
し
ま
す
。
私
は
点
前
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
に
悩
ん
で
お
り
ま
し
た

が
、
木
村
雅
基
宗
匠
よ
り
頂
い
た
、
「
丁
寧

に
で
き
る
人
は
早
く
て
も
で
き
る
」
と
の

お
言
葉
は
、
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

共
に
過
ご
し
た

３０

人
の
仲
間
が
い
る

こ
と
は
、
楽
し
く
、
趙
強
く
も
あ
り
ま
す
。

短
期
講
習
で
は
、
互
い
に
教
え
あ
い
確
誤

し
、　
一
緒
に
乗
り
越
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
臨
み
ま
し
た
。

今
後
も
全
国
に
い
る
仲
間
と
共
に
、
茶

道
を
楽
し
ん
で

い
け
た
ら
幸
せ
で
す
。

（
工
藤
　
野
愛
）

゛

大会を す る は、大会申込書をホームページからダウンロー ドし、
発要事項を記入後、 ま メールにてご提出ください。

●登録内容の変更について

ご住所 。お名前等に変更があった場合は、

①青年部会員番号 ②氏名 ③変更内容 を青年部宛に書面またはメールにてご連絡 ください。

青年部連絡先

〒330-0063 埼玉県さいたま市浦和区高砂 2丁目 13番 19号

表千家同門会埼玉県支部内 表千家埼玉県青年部
メールア ドレス :scilamokent seinenbuOgttail.com

浦和第二大栄ビル2F

●

<メ ールア ドレス

表千森崎霊県脅年部のインスタグラム7カウ

ントができ議した !行事嘉向や報告奄してい

く予定です。ぜひフォローしてくだ書いね♪

601tt18TESENKE SAtrAttA SEINEN8U

令和6年度卒業生の皆様ヘ

埼玉県青年部の規約におきましては、45歳を迎えられた年度の終了をもつてご卒業(退会)されることと定められて

おります。行き届かぬ点も多々あつたかと存じますが、これまで埼玉県青年部の活動にご理解。ご協力をいただきま

したこと、深く感謝申し上げます。ありがとう存じました。今後ともご指導賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

卒業生の益々のご活躍・ご発展をお祈り申し上イプます。

第七期 役員一同


